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令和５年度  豊浦町立豊浦中学校「いじめ防止基本方針」      

 

１ いじめ防止等のための対策に関する基本的な方針                  

（１）基本理念 

   いじめは、決して許される行為ではない。いじめは、いじめを受けた生徒の教育を   

受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与   

えるのみならず、その生命又は心身に重大な危険性を生じさせる恐れがある。 

   したがって、いじめの問題の解決に当たっては、未然防止、早期発見及び早期対応

が重要である。こうした取組を進めるためには、学校、保護者及び地域がいじめの対

応の基本姿勢を共有し、密接な連携のもと、組織的な対応を図るよう体制の整備を行

わなければならない。 

 

（２）いじめの定義：｢いじめ防止｣対策推進法第２条第１項」  

 「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍してい

る等当該児童生徒と一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的または  物理

的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを含む。)であって、

当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

  このように、いじめの定義には、  

①行為をした者（A）も行為の対象となった者（B）も児童生徒であること 

②A と B の間に一定の人的関係が存在すること 

③A が B に対して心理的または物理的な影響を与える行為をしたこと  

④当該行為の対象となった B が心身の苦痛を感じていること  

  という４つの要素しか含まれていない。かつてのいじめの定義には｢自分よりも弱い者

に対して一方的に」、｢継続的に｣、｢深刻な苦痛｣との要素が含まれていたが、法律上

の定義にそれらの要素は含まれていないことに留意する。  

  なお、行為者が不明であれば①②の要件が満たされるとは言えないが、実際に学校で

はいじめとして取り扱う。また、いわゆる｢いじめの芽」や｢いじめの兆候｣についても

定義に従い、いじめと認知する。 

 

（３）いじめの禁止 

   生徒は、いじめを行ってはならない。 

 

（４）学校及び職員の責務 

   いじめが行われず、すべての生徒が安心して学習その他の活動に取り組むことがで   

きるよう、保護者や地域と連携を図りながら、学校全体でいじめの防止と早期発見・   

早期対応に取り組む。 

 

２ いじめの防止等の基本的な考え方                         

（１）生徒が心豊かに生活できる「居場所づくり」、「絆づくり」、「環境づくり」に努

める。 

 

（２）いじめ防止に取り組む組織を設置し、未然防止、早期発見、早期対応を組織的に推    

進する。 
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（３）アンケート調査と連動した定期的な教育相談を実施するなどして生徒一人一人の実    

態の把握に努める。  

 

（４）生徒がいじめの問題を主体的に捉え、その防止に向けて行動するよう指導する。  

 

（５）町内の小学校、中学校や保護者、地域と連携を図り、いじめ防止に関する取組を地    

域ぐるみで行う。 

 

（６）本方針及び具体的な取組等については、学校だより等で情報発信し、いじめの防止    

の啓発に努める。 

 

３ いじめの未然防止・早期発見・早期対応のための取組                

（１）いじめの防止等の対策のための組織の設置  

   いじめの未然防止のため、次の機能を担う「生徒指導委員会」を設置し、指導部と

連携し、実効的な取組を推進する。 

  ア 構成 

   ・校長、教頭、指導部長、教務主任、担任、養護教諭  

  イ 活動 

   ・未然防止のための年間指導計画の作成 

   ・調査及び教育相談に関すること 

   ・いじめ事案の対応に関すること 

   ・いじめにかかわる生徒指導に関すること 

 

被害生徒   加害生徒   傍観者・観衆   該当保護者  

情報･事実        指導･支援     

保護者・地域 

学校運営協議会 

情報伝達 

相談 

生徒指導委員会 情報伝達 

相談協力 

教育委員会 

警察・児童相談所 該当教諭 

                                                                             

    上記のように教育委員会と常に連絡を取り合いながら、警察･児童相談所などの

関係諸機関と相談、協力していく。又、保護者や地域との連携を密にし、情報を

発信していくとともに、相談や情報提供を受けられるように体制を整える。 

  ウ 開催 

   ・学期１回定例会を行い、いじめを正確に漏れなく認知する。 

   ・いじめ事案が発生したときは、臨時に開催する。 

 

（２）いじめの防止のための定期的なアンケート調査の実施  

   ・生活アンケートの実施（８月、１月を除き、毎月実施）  

   ・ 学 校 評 価 保 護 者 ア ン ケ ー ト を 利 用 し た い じ め 調 査 の 実 施 （ 8 月 、 12 月 ） 

 

（３）いじめの相談体制の整備  

  ア 定期的な教育相談の整備 

  イ スクールカウンセラーの活用 

  ウ いじめ相談電話等の公共相談機関の周知 
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（４）いじめの防止等にかかる教職員の資質の向上  

   いじめ防止対策推進法、いじめの予防、防止、措置などにかかわる研修会を年間計

画に位置付け、教職員の資質向上を図る。 

 

（５）インターネットを通じて行われるいじめに対する対応  

  ア 休業中のネットパトロールの実施 

  イ 児童及び保護者にフィルタリング教室や情報モラル研修会等を行う。 

ウ 町ＰＴＡ連合会の研修と連動し｢豊っ子ネットラ３ヶ条」の啓発を行う。 

 

（６）いじめの具体的な対応  

  ア いじめに関する相談を受けた場合、またはアンケート調査等で疑いがある場合、

速やかに事実の確認を行う。 

  イ いじめの事実が確認された場合、即座にいじめをやめさせ、いじめを受けた生徒

や保護者への緊密な支援を行い、いじめを行った生徒や保護者に対応に対しては指

導助言を継続的に行い、再発防止に努める。 

  ウ いじめを受けた生徒が、安心して学校生活を送るために必要があると認められる     

ときは、いじめを受けた生徒及びいじめを行った生徒を保護者と連携を図りながら、

一定期間、別室で学習させる措置を講じる。 

  エ 生徒、保護者などいじめにかかわる関係者の関係改善のため、いじめの事実及び     

対処の仕方を共有するため必要な措置を講じる。 

  オ 犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、教育委員会及び所轄警察署     

など関係機関と連携し対処する。 

 

（７）重大事案への対処  

   生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当期間欠席を余儀なく   

されている疑いがあると認められるときは、次の対処を行う。 

  ア 重大事態が発生した場合は、教育委員会に報告する。 

  イ 教育委員会と協議の上、当該事案に対する関係機関による組織を設置する。 

  ウ 上記組織を中心に、事実関係を明らかにするための調査を行う。 

  エ 調査結果については、いじめを受けた生徒及びその保護者に対して、事実経過等     

の情報を適切に提供する。ただし、他の生徒のプライバシー保護に配慮するなど、

関係者の個人情報に十分配慮する。 

  オ 調査結果は、教育委員会を通じて、豊浦町長に報告する。 

 

４ 学校いじめ基本方針の評価等について                       

（１）本方針に基づき、次のことについて年間計画を作成する。  

  ア 校内研修の取組 

  イ いじめの対応にかかわる教職員の資質向上の取組 

  ウ いじめの早期発見（アセスの活用）・いじめの対処に関する取組 

 

（２）いじめの防止に関する取組の徹底を図るためチェックリストを作成して全教職員で    

取り組む。 

 

（３）ＰＤＣＡサイクルに基づいた検証を学校評価と関連付けて行う。  
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（４）学校運営協議会への報告・評価  

 

５ いじめ防止年間計画                               

月 学校・生徒指導委員会の取組 学年・学級の取組 

４  

・いじめ防止基本方針の作成(見直し) 

・いじめ防止年間計画作成(見直し) 

・見直し容等、いじめの認知に関わる研修 

・「生活アンケート」の実施［指導部］ 

・生徒指導交流会  

・アセスの実施①  

・生徒指導委員会① 

・小学校引継ぎ情報の共有化 

・二者懇談会（ 1,2学 年 ）  

５  

・ スマホ・ケータイ安全教室[１学年] 

・「生活アンケート」の実施［調査用］  

・アセスの実施②  

・生徒指導委員会② 

・教育相談の実施 

６  

・アセス研修  

・「生活アンケート」の実施［指導部］ 

・生徒指導委員会③ 

 

７  

・生徒指導事例研修会[生徒指導部]① 

・「生活アンケート」の実施［指導部］ 

・生徒指導委員会④ 

・ 二者懇談会（ 3学 年 ）  

 

８  ・ ネ ッ ト パ ト ロ ー ル [休業中]  

９  

・アセスの実施③  

・「生活アンケート」の実施［指導部］ 

・生徒指導委員会⑤ 

・学級経営の前期反省 

 

 

10 
・ 「生活アンケート」の実施［調査用］  

・生徒指導委員会⑥ 

・ 教育相談の実施 

 

11 

・「生活アンケート」の実施［指導部］  

・学校評価［管理職］  

・生徒指導委員会⑦ 

・二者懇談会（ 1,2学 年 ）  

・三者懇談会（ 3学 年 ）  
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・ 生徒指導事例研修会[指導部]② 

・ 「生活アンケート」の実施［指導部］ 

・生徒指導委員会⑧ 

・学級経営の年度末反省  

・ 懇談会 

１  ・ ネ ッ ト パ ト ロ ー ル [休業中]  

２  
・ 「生活アンケート」の実施［指導部］  

・生徒指導委員会⑨ 

 

 

３  
・「生活アンケート」の実施［指導部］  

・生徒指導委員会⑩（反省、次年度へ向けて） 

 

 

 


